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 食物アレルギー事故報告のフィードバックシート 

発生 時期：令和５年４月中旬 場所：教室 

発見者 担任 該当児童生徒学年 小学４年生 

原因食物・原因献立名 小麦・ソース焼きスパゲティ 

アナフィラキシー 発生なし 

エピペン® 使用：なし 携帯：なし 

予後 症状なし 

アレルギー緊急時対応マ

ニュアル（＊）の使用 
なし 

症状チェックシート

（＊）の使用 
なし 

発生状況 

給食時間 

小麦アレルギーがあるにもかかわらず、給食のスパゲ

ティを喫食。当日はパンの代替食のみを持参しており、

本人はスパゲティを食べてもよいと思い、配膳時に、自

分で食器を取りに行き、１人分を完食。その後、該当児

がスパゲティを喫食したことに担任が気づいた。 

13：06頃 
口腔内、身体に蕁麻疹等のアレルギー症状が出ていな

いことを確認。 

13：07頃 

担任から保護者へ連絡し、症状がなければ、学校で様

子を見てほしいとのことであった。 

しばらく、活動に参加せず、掃除が終わるまで保健室

で経過観察。 

13：40頃 

保護者に連絡し、下記２点を確認した。 

①５校時から通常通り教室で授業を受ける。 

②下校も自分で帰宅する。 

下校時 担任が自宅まで送り届けた。 
 

原因 

喫食時に担任によるアレルギーの確認が行われていなかった。 

 栄養教諭とのやり取りのチェック表では、スパゲティの代替食を持参す

る旨の記載があったが、当日、代替食の持参を忘れていた。 

今後の対応策  
 喫食前に、アレルギー連絡票をもとに、担任による確認をきちんと行う

ことを再確認した。 
 

※高松市学校給食アレルギー対応委員会記入欄（フィードバック・コメント等） 

 

当日の献立 

小型コッペパン・牛乳 

ソース焼きスパゲティ 

ひじきと大豆のサラダ 
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食物アレルギー事故報告のフィードバックシート 

発生 時期：令和５年４月下旬 場所：教室 

発見者 栄養教諭 該当児童生徒学年 小学１年生 

原因食物・原因献立名 乳・コーンクリームスープ 

アナフィラキシー 発生なし 

エピペン® 使用：なし 携帯：なし 

予後 症状なし 

アレルギー緊急時対応

マニュアル（＊）の使用 
あり 

症状チェックシート

（＊）の使用 
あり 

発生状況 

11：50 
配膳開始 

児童は自席で待機。コーンクリームスープが配膳された。 

12：00頃 
給食開始 

スプーンに少しの量を 3回分喫食。 

12：05 

栄養教諭が気付き、すぐに食べるのを中止し、うがいを

３回行った。 

担任がすぐに管理職に報告。管理職が保護者に連絡し、

薬を飲ませることを確認。 

12：10 

少し前 

保健室にてチェック表に従い、様子を観察したところ、

全て該当なし。 

12：10 

抗ヒスタミン薬を服用。手を洗う。 

様子は変わらない。 

校長が保護者より迎えの連絡を受ける。 

担任がランドセルの用意をし、保健室へ行く。 

12：30過ぎ 

父が来校。 

「これは大変なことですよ。ずっとミルクをやめていたの

に、どうするんですか。この後は、母親が対応します。薬を

飲んでいるので様子を見ます。」と言い、児童は下校。 

13：45頃 教頭が市教委保健体育課に報告。 
 

原因 

該当児童が食べられないメニューを記した献立表を、目に付くところに

置いていなかったため、確認を忘れた。 

家庭から代替食にゼリーを持参していたが、６年生が配膳補助をしてい

たこともあり、スープの代替がゼリーだと気づかず、配膳してしまった。 

今後の対応策  

 詳細献立表ともりつけ表を保護者に配布し、食べられない物に×をつけ

て提出してもらい、学校で確認・保管の上、コピーを教室に掲示。 

 どのクラスも決められたところに掲示し、どの職員が教室に入っても分

かるようにする。 

 担任だけでなく、クラスにいる全員の目で確認できるようにする。（6年

生が配膳補助に入ることもあるため。） 

 該当保護者に対し、今後の対応についての通知を行った。 
 

※高松市学校給食アレルギー対応委員会記入欄（フィードバック・コメント等） 

 

当日の献立 

コッペパン・牛乳 

魚のレモンソースかけ 

花野菜のサラダ 

コーンクリームスープ 
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食物アレルギー事故報告のフィードバックシート 

発生 時期：令和５年５月上旬 場所：教室 

発見者 担任 該当児童生徒学年 

小学２年生 

（弁当対応で牛乳のみ飲んで

いる） 

原因食物・原因献立名 小麦・鶏肉のレモンソースかけ 

アナフィラキシー 発生なし 

エピペン® 使用：なし 携帯：あり 

予後 回復（後遺症なし） 

アレルギー緊急時対応マ

ニュアル（＊）の使用 
なし 

症状チェックシート

（＊）の使用 
なし 

発生状況 

 

給食 

時間後 

 家庭から持参した弁当を食べ終わった後、自分の弁当の

から揚げが床に落ちていると思い、拾って自分の空の弁当

箱に戻した。しかし、自分の弁当のおかずでないと気づ

き、から揚げを床に戻した。その後、から揚げを触ったこ

とを担任に報告し、１３：２９に保健室に来室。 

（給食のから揚げ自体に小麦由来成分は含まれていなかっ

たが、同じ食器に配膳されていたサラダのドレッシングに

小麦由来成分が含まれていた。） 

13：29 
のどの痛みを訴える。 

Spo2 99％ 脈拍 110回/分 

13：44 担任から保護者へ連絡。内服薬の服用の許可と迎えを依頼。 

13：48 持参していた抗ヒスタミン薬を服用。 

13：50 額のかゆみを訴え、保冷剤で冷やす。 

14：15 Spo2 99％ 脈拍 88回/分 

14：20 右肘のかゆみを訴え、冷やす。 

14：40 
保護者が迎えのため来校。 

のどの痛み、かゆみは少し治まっていた。 

原因 
 一番後ろの席で、給食と接触しないよう家庭から持参した弁当を食べて

いるが、間違って、落ちていた給食のから揚げを触ってしまった。 

今後の対応策   今後、落ちた食べ物は自分で拾わず、担任に申し出るよう伝えた。 

 

※高松市学校給食アレルギー対応委員会記入欄（フィードバック・コメント等） 

 

当日の献立 

コッペパン・牛乳 

鶏肉のレモンソースかけ 

ごぼうサラダ 

コンソメスープ 
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食物アレルギー事故報告のフィードバックシート 

発生 時期：令和５年６月下旬 場所：教室 

発見者 栄養教諭 該当児童生徒学年 小学１年生 

原因食物・原因献立名 えび・海の幸スパゲティ 

アナフィラキシー 発生なし 

エピペン® 使用：なし 携帯：なし 

予後 症状なし 

アレルギー緊急時対応マ

ニュアル（＊）の使用 
なし 

症状チェックシート

（＊）の使用 
なし 

発生状況 

登校後 
該当児童が海の幸スパゲティの代替食を職員室に持参。 

職員室の冷蔵庫で保管。 

給食時間 

給食前に代替食の温めを行ったが、本人が職員室に取り

に来なかったため、渡すのを忘れてしまった。 

担任は、保護者のチェックしたもりつけ表を基に、教室

でえびの除去をして食べさせた。 

（もりつけ表では、教室でえびを除去するよう記入してい

た。） 

給食 

片付け後 

栄養教諭が、職員室にまだ代替食が残っていることに気

がついた。 

該当児童は、初めて代替食を持参したため、どうするか

が分からなかった。 
 

原因 

保護者とのやり取りを行うもりつけ表では、教室でえびを除去するよ

うになっていた。（現マニュアルでは、料理からの除去はしないこととし

ている。） 

 当日、該当児童が代替食を持参していることを担任に伝えていなかっ

た。 

 代替食を温めた際に、該当児童本人に手渡しをしなかった。 

今後の対応策  

教室での除去対応はしない。 

代替食を持参した際には、担任にその旨を伝達する。 

代替食を温めた際は必ず手渡しをする（1年生の場合、教室に届ける）。 

 

※高松市学校給食アレルギー対応委員会記入欄（フィードバック・コメント等） 

 

 

当日の献立 

小型コッペパン・牛乳 

海の幸スパゲティ 

イタリアンサラダ 

冷凍みかん（小中のみ） 



資料３ 

5 

 

食物アレルギー事故報告のフィードバックシート 

発生 時期：令和５年１１月上旬 場所：教室 

発見者 担任 該当児童生徒学年 小学５年生 

原因食物・原因献立名 えび・シーフードカレーピラフ（麦入り） 

アナフィラキシー 発生なし 

エピペン® 使用：なし 携帯：なし 

予後 症状なし 

アレルギー緊急時対応マ

ニュアル（＊）の使用 
なし 

症状チェックシート

（＊）の使用 
なし 

発生状況 

登校時 
該当児童がシーフードカレーピラフの代替食を職員室に

持参。 

11：50 給食開始 

12：14 

 栄養教諭が校内を巡回し、職員室に戻ったところ、代替

食が 2個残っていたため、栄養教諭が各学級に連絡を入れ

た。 

12：15 

 職員室に該当児童と担任が来て、「ピラフを半分食べて

しまった。」と校長、教頭、栄養教諭、養護教諭に報告が

あった。その後、保護者へも電話連絡を行い、体調に変化

はなかったため、担任が教室で体調観察を行った。 

下校時 下校まで体調に変化はなかった。  
 

原因 

 児童自身が弁当を持ってきたことを忘れてしまっていた。 

 担任が該当児童のもりつけ表のチェックができていなかった。 

 職員室に弁当が残っていることに気づくのが遅く、教室への連絡が遅

れた。 

今後の対応策  

アレルギー対応のもりつけ表を教室に掲示し、いつでも誰でも確認がで

きるようにする。 

 4校時後、職員室に弁当を預けている児童はすぐに職員室に引き取りに

行く。 

 給食が始まったら、職員室に預かっている弁当は職員室後方のテーブル

に置き、職員室内の職員全員で確認できるようにする。給食開始 10 分後

に弁当が残っている場合は、各学級に連絡を入れる。 

 

※高松市学校給食アレルギー対応委員会記入欄（フィードバック・コメント等） 

 

 

当日の献立 

シーフードカレーピラフ（麦入り） 

牛乳 

ひじきとチーズのサラダ 

コンソメスープ 

ココアワッフル（小中のみ） 


